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問 

本
町
に
独
居
高
齢
者
は
何

名
い
る
か
。

答　

令
和
２
年
の
国
勢
調
査
で

は
６
１
４
世
帯
で
あ
る
の
で
、

ほ
ぼ
同
数
の
６
１
４
人
と
考
え

る
。

問 

ど
の
よ
う
な
施
策
を
展
開

し
て
い
る
か
。

答　

保
健
師
等
が
健
康
状
態
の

明
ら
か
で
な
い
方
を
訪
問
し
、

支
援
の
必
要
な
方
の
把
握
に
努

め
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
に
繋
げ

て
い
る
。

農
業
政
策
に
つ
い
て

問 
遊
休
農
地
の
面
積
は
。

答　

１
０
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ

る
。

問 

遊
休
農
地
解
消
の
た
め
の

取
り
組
み
は
。

答　

農
地
利
用
集
積
促
進
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
遊
休
農

地
を
解
消
し
て
耕
作
を
開
始
し

た
場
合
に
助
成
金
を
交
付
し
て

い
る
。

問 

第
２
の
市
民
農
園
を
作
る

考
え
は
。

答　

現
在
は
無
い
。

問 

地
域
計
画
策
定
す
る
過
程

で
分
か
っ
た
こ
と
は
。

答　

高
齢
化
等
に
伴
い
担
い
手

不
足
が
あ
り
、
今
後
の
維
持
管

理
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
。

※�「
森
林
整
備
計
画
に
つ
い

て
」
も
質
問
し
た
。

町
長　

�
高
齢
者
の
見
守
り
体
制
の
構
築
に
は
官
民
で
行
わ
れ
て
い
る

　
　
　
様
々
な
取
り
組
み
や
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
が
必
要
で
あ
る

独
居
老
人
に
も
愛
の
あ
る
緻
密
な
施
策
を

�

岩　
田　
鑑　
郎

問 

町
で
は
、
埼
玉
版
ス
ー

パ
ー
・
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
取
り
組
む
た
め
の
意
思
表
示

を
す
る
た
め
に
、
ま
ち
づ
く
り

の
方
針
な
ど
を
ま
と
め
た
エ
ン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
作
成
に
つ
い

て
、
県
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

本
庁
舎
や
明
覚
駅
周
辺
を
エ
リ

ア
と
し
た
計
画
策
定
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
計
画
場
所
を
伺
う
。

答　

現
在
埼
玉
版
ス
ー
パ
ー
・

シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
３
つ

の
要
素
で
あ
る
コ
ン
パ
ク
ト
、

ス
マ
ー
ト
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
に

つ
い
て
、
駅
周
辺
の
魅
力
を
向

上
し
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
と
主

要
道
周
辺
の
住
宅
地
整
備
、
日

本
版
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
を
活
用
し
た
Ａ

Ｉ
デ
マ
ン
ド
バ
ス
等
に
よ
る
地

域
公
共
交
通
の
維
持
確
保
、
災

害
時
等
に
も
活
用
で
き
る
Ｅ
Ｖ

活
用
生
成
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
目
標
に
掲
げ

た
。

町
道
１

－

20
号
線
の
道
路
改
良

の
予
定
は

問 

町
道
１
―
20
号
線
の
道
路

拡
張
工
事
は
可
能
か
。

答　

提
案
の
区
間
の
ほ
と
ん
ど

が
未
改
良
で
あ
り
、
普
通
車
の

す
れ
違
い
が
で
き
な
い
道
路
で

あ
る
。
こ
の
道
路
が
通
学
路
と

な
っ
て
い
る
こ
と
も
考
慮
し
、

家
屋
の
立
ち
並
ぶ
区
間
に
つ
い

て
は
、
道
路
拡
幅
を
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

町
長　
情
報
交
換
を
し
っ
か
り
す
る

埼
玉
版
ス
ー
パ
ー
・
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

進
め
る
べ
き
で
は�

小　
宮　
　
　
正

問 

当
町
は
、
令
和
４
年
に
毛

呂
山
町
・
越
生
町
・
東
秩
父
村

の
３
町
１
村
で
「
山
並
み
連
携

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
協
議

会
」
を
組
織
し
、
２
０
５
０
年

ま
で
に
二
酸
化
炭
素
の
排
出
実

質
ゼ
ロ
を
目
指
す
「
山
並
み
連

携
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
共
同

宣
言
」
を
表
明
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
宅
配
業
者

の
方
は
配
達
す
る
家
庭
に
お
い

て
「
不
在
」
の
場
合
は
、「
ご

不
在
連
絡
票
」
を
置
い
て
次
の

配
達
に
向
か
う
。
こ
の
こ
と
は
、

配
達
員
（
運
転
者
）
の
再
配
達

と
な
り
、
燃
料
経
費
や
二
酸
化

炭
素
の
増
加
に
つ
な
が
り
、
ひ

い
て
は
運
転
者
の
運
転
時
間
の

増
加
、
輸
送
能
力
不
足
に
な
る
。

　

こ
の
た
め
、
国
・
埼
玉
県
及

び
近
隣
市
町
村
の
宅
配
ボ
ッ
ク

ス
の
設
置
状
況
並
び
に
当
町
の

設
置
状
況
と
補
助
等
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

宅
配
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
割

合
は
、
令
和
4
年
度
に
国
土
交

通
省
が
実
施
し
た
住
宅
市
場
動

向
調
査
に
お
い
て
、
既
存
の
戸

建
住
宅
で
17
．６
％
、
賃
貸
住

宅
で
34
．２
％
で
あ
る
。
県
・

近
隣
市
町
村
及
び
当
町
は
、
調

査
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
設
置

補
助
に
つ
い
て
は
、
宅
配
業
者

の
効
率
的
な
配
送
等
を
注
視
し

な
が
ら
積
極
的
に
研
究
し
て
い

き
た
い
。

町
長　

�

再
配
達
に
伴
う
二
酸
化
炭
素
排
出
増
加
を
抑
制
す
る

観
点
か
ら
有
効
と
考
え
る

宅
配
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
等
の
取
り
組

み
に
つ
い
て�

畑　
　
　
　
　
豊

問 

広
報
は
誰
が
責
任
者
か
。

担
当
者
１
人
任
せ
に
な
っ
て
は

い
な
い
か
。

答　

発
行
責
任
者
は
、
町
長
で

あ
る
。
副
町
長
も
含
め
、
多
く

の
職
員
で
確
認
作
業
を
行
っ
て

い
る
。

問 

近
隣
の
鳩
山
町
、
滑
川
町

の
今
年
の
広
報
２
月
号
は
成
人

式
の
写
真
が
表
紙
で
あ
っ
た
が
、

と
き
が
わ
町
は
３
月
号
に
成
人

式
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
た
。
な

ぜ
２
か
月
前
の
写
真
な
の
か
、

遅
い
の
で
は
な
い
か
。

答　

表
紙
に
つ
い
て
は
、
町
で

検
討
し
掲
載
し
て
い
る
が
、
編

集
期
間
が
必
要
な
た
め
、
時
間

的
な
ズ
レ
は
生
じ
る
。

水
道
料
金
に
つ
い
て

問 

令
和
５
・
６
年
度
、
町
独

自
の
物
価
高
対
策
事
業
と
し
て
、

水
道
基
本
料
金
を
２
分
の
１
減

免
し
た
。
令
和
７
年
度
か
ら
２

年
間
50
％
か
ら
25
％
に
減
免
率

を
縮
小
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

一
般
家
庭
で
は
、
基
本
料
金
が

１
，６
７
２
円
か
ら
２
，５
０
８

円
に
な
り
、
年
間
５
，０
１
６

円
の
増
額
と
な
る
。
町
民
に
料

金
の
負
担
を
求
め
る
こ
と
は
や

め
る
べ
き
で
あ
る
。

答　

引
き
続
き
令
和
７
年
度
も
、

町
民
の
生
活
支
援
策
の
一
つ
と

し
て
、
水
道
基
本
料
金
４
分
の

1
減
免
を
行
い
、
埼
玉
県
下
で

唯
一
の
対
策
を
継
続
す
る
。

町
長　
そ
の
時
々
の
情
勢
を
捉
え
て
伝
え
て
い
る

な
ぜ
広
報
１
月
号
に
町
長
の
年
始
め
の
挨
拶
文

が
載
っ
て
な
い
の
か�

長　
島　
金　
作
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